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(57)【要約】
【課題】片持ち型のオーニング装置において、風でシー
ト体が膨らんだり、左右にねじれたりすることが発生し
にくい構造を提供する。
【解決手段】オーニング装置として、先端側が棒体で支
持されるシート体を巻き取る、巻き取り軸が水平になる
ように壁面に固定される巻き取り装置と、基端側が鉛直
軸に回転可能に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転
可能に前記シート体の棒体に固定される、駆動手段によ
り伸縮する第一伸縮体と、基端側が前記第一伸縮体の固
定位置から水平に一定距離を置いて、鉛直軸に回転可能
に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シ
ート体の棒体に固定される駆動手段により伸縮する第二
伸縮体とから構成し、前記第一伸縮体と第二伸縮体とが
同じ長さのときに前記第一伸縮体と前記第二伸縮体とが
対称になるようにする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端側の縁部が棒体で支持されるシート体と、
　前記シート体の基端側を巻き取る、巻き取り軸が水平になるように壁面に固定される巻
き取り装置と、
　基端側が鉛直軸に回転可能に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シート
体の棒体に固定される、駆動手段により基端と先端を結ぶ線上に沿って伸縮する第一伸縮
体と、
　基端側が前記第一伸縮体の固定位置から水平に一定距離を置いて、鉛直軸に回転可能に
壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シート体の棒体に固定される駆動手段
により基端と先端を結ぶ線上に沿って伸縮する第二伸縮体とを有し、
　前記第一伸縮体と第二伸縮体とが同じ長さのときに、前記第一伸縮体の基端側の固定位
置と、前記第二伸縮体の基端側の固定位置の中央を通る鉛直面に対して、前記第一伸縮体
と前記第二伸縮体とが対称になるように形成される
オーニング装置。
【請求項２】
　前記第一伸縮体と前記第二伸縮体の間に、
　基端側が鉛直軸に回転可能に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シート
体の棒体に固定される、基端と先端との間で鉛直軸回りに屈曲できる屈曲アームが設けら
れる請求項１に記載のオーニング装置。
【請求項３】
　前記第一伸縮体の先端側と前記第二伸縮体の先端側とは同じ鉛直軸に対して回転可能に
前記シート体の棒体に固定される請求項１又は２に記載のオーニング装置。
【請求項４】
　前記第一伸縮体と第二伸縮体の組み合わせを１ユニットとして、一つの前記シート体の
棒体に対して２ユニット以上が並列に設けられる請求項１から３のいずれか１項に記載の
オーニング装置。
【請求項５】
　前記巻き取り装置には、巻き取り軸の回転を固定するブレーキ手段が設けられる請求項
１から４のいずれか１項に記載のオーニング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、日よけや雨よけのために建築物の壁面から片持ちでシート体を張り出すよう
に設けるオーニング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　片持ち型のオーニング装置は、壁面位置の巻き取り装置に巻き取られたシート体の先端
側を、伸びるようにバネで付勢される屈曲したアームにより前方に伸ばすことで、シート
体を張り出した状態に保持するものが広く用いられている。シート体を収納する際には、
シート体を電動又は手動で巻き取り、アームを強制的に折り畳むことでシート体を収納す
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上述した構造を有するオーニング装置はアームがバネで伸びるように付勢さ
れているので、ある程度強い風が吹くとバネが縮んでシート体が膨らんだり、左右にねじ
れたりすることがある。
　本発明は、このような問題に鑑みて、片持ち型のオーニング装置において、風でシート
体が膨らんだり、左右にねじれたりすることが発生しにくい構造を提供することを課題と
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する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明は次のような構成を有する。
　請求項１に記載の発明は、先端側の縁部が棒体で支持されるシート体と、前記シート体
の基端側を巻き取る、巻き取り軸が水平になるように壁面に固定される巻き取り装置と、
基端側が鉛直軸に回転可能に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シート体
の棒体に固定される、駆動手段により基端と先端を結ぶ線上に沿って伸縮する第一伸縮体
と、基端側が前記第一伸縮体の固定位置から水平に一定距離を置いて、鉛直軸に回転可能
に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に前記シート体の棒体に固定される駆動手
段により基端と先端を結ぶ線上に沿って伸縮する第二伸縮体とを有し、前記第一伸縮体と
第二伸縮体とが同じ長さのときに、前記第一伸縮体の基端側の固定位置と、前記第二伸縮
体の基端側の固定位置の中央を通る鉛直面に対して、前記第一伸縮体と前記第二伸縮体と
が対称になるように形成されるオーニング装置である。なお、巻き取り装置は、ゼンマイ
やバネ、ゴムなどの弾性体によりシート体を巻き取る方向に付勢するか、モーターにより
巻き取り軸を回転させるものが用いられる。
【０００５】
　請求項２に記載の発明は、前記オーニング装置において、前記第一伸縮体と前記第二伸
縮体の間に、基端側が鉛直軸に回転可能に壁面に固定され、先端側が鉛直軸に回転可能に
前記シート体の棒体に固定される、鉛直軸回りに屈曲できる屈曲アームが設けられるもの
である。
　請求項３に記載の発明は、前記オーニング装置において、前記第一伸縮体の先端側と前
記第二伸縮体の先端側とは同じ鉛直軸に対して回転可能に前記シート体の棒体に固定され
るものである。
　請求項４に記載の発明は、前記オーニング装置において、前記第一伸縮体と第二伸縮体
の組み合わせを１ユニットとして、一つの前記シート体の棒体に対して２ユニット以上が
並列に設けられるものである。
　請求項５に記載の発明は、前記オーニング装置において、前記巻き取り装置には、巻き
取り軸の回転を固定するブレーキ手段が設けられるものである。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、第一伸縮体と第二伸縮体とを同じだけ伸ばすことで、シート
体の棒体を平行に移動させることができる。そして、第一伸縮体と第二伸縮体の移動を止
めることで、シート体の棒体は移動が拘束されることになるので、風でシート体に多少の
負荷がかかっても第一伸縮体と第二伸縮体とは縮まないので、シート体の風による膨らみ
や左右のねじれなどが生じることを抑制することができる。
　請求項２に記載の発明は、屈曲アームを設けることで、下方へ回転しようとする力を分
散できるので、シート体を伸ばしたときの剛性を高くすることができる。特に、屈曲アー
ムの片持ち梁としての強度を高くすれば、第一伸縮体と第二伸縮体を簡素化することがで
きる。
　請求項３に記載の発明は、第一伸縮体と第二伸縮体の先端を合致させることで、第一伸
縮体と第二伸縮体とでトラス構造が形成され強度を高めることができる。
　請求項４に記載の発明は、前記第一伸縮体と第二伸縮体の組み合わせたユニットを並列
に配置することで、幅の広いシート体を支持することが可能となる。
　請求項５に記載の発明は、第一伸縮体と第二伸縮体とを伸ばした状態で固定するととも
に、ブレーキ手段によりシート体の巻き取り軸の回転も固定することで、シート体が風で
膨らむことをより確実に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態１に係るオーニング装置の一部を示す斜視図である。
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【図２】（ａ）は、実施形態１に係るオーニング装置の開いた状態を示す底面図であり、
（ｂ）は実施形態１に係るオーニング装置の閉じた状態を示す底面図である。
【図３】実施形態１に係る第一伸縮体の模式的な断面図である。
【図４】実施形態２に係るオーニング装置の一部を示す斜視図である。
【図５】（ａ）は、実施形態２に係るオーニング装置の開いた状態を示す底面図であり、
（ｂ）は実施形態２に係るオーニング装置の閉じた状態を示す底面図である。
【図６】実施形態２に係る第一伸縮体の模式的な断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
（実施形態１）
　図１に実施形態１に係るオーニング装置Ｘの一部を表す斜視図を示し、図２（ａ）にオ
ーニング装置Ｘの開いた状態を示す底面図を示し、図２（ｂ）はオーニング装置Ｘの閉じ
た状態を示す底面図を示す。図１はオーニング装置Ｘを左右に分離したうちの片側を示し
ている。
　オーニング装置Ｘは、シート体１０、巻き取り装置２０、第一伸縮体３０、第二伸縮体
４０、屈曲アーム５０とを有する。第一伸縮体３０、第二伸縮体４０、屈曲アーム５０は
、これらで一つのユニットを構成するものであり、左右対称に２ユニット設けられる。
　シート体１０は遮光性及び防水性を有するシートから構成され、先端に真っ直ぐな状態
に保持するための角パイプからなる棒体１１が設けられている。
　巻き取り装置２０は、シート体１０を基端側から巻き取り軸となる芯棒に巻き取る装置
であり、ゼンマイにより芯棒を常にシート体１０を巻き取る方向に付勢している。即ち、
シート体１０の先端側に力を加えない状態ではシート体１０は巻き取り装置２０に巻き取
られた状態となる。巻き取り装置２０は芯棒が水平になるように建物の壁面Ｗに固定され
る。
【０００９】
　第一伸縮体３０、第二伸縮体４０はほぼ同じ構造を有する伸縮する棒状体である。図３
に第一伸縮体３０の模式的な断面図を示す。第一伸縮体３０は、回転棒３１、移動パイプ
３２、筐体３３、保護パイプ３４、制御モーター３５、回転伝達機構３６から構成される
。回転棒３１は全ネジボルトにより形成される。移動パイプ３２は、内周に回転棒３１に
係合する雌ネジが形成されたパイプ体からなり、回転棒３１の先端側から係合する。筐体
３３は、回転棒３１を基端側で回転可能に保持する直方体状の箱体である。保護パイプ３
４は、回転棒３１を囲い保護するパイプ体であり、移動パイプ３２を内周面で移動可能に
挿入できる内径を有する。制御モーター３５は、筐体３３の下面に固定されるサーボモー
ターやステッピングモーターのような回転位置の制御が可能なモーターから構成される。
回転伝達機構３６は、制御モーター３５の回転を回転棒３１に伝達するフェースギアによ
り形成される。なお、回転伝達機構３６は、フェースギアの他にウォームギアや傘歯車を
用いてもよく、さらに、制御モーター３４の回転軸が回転棒３１と一致したり平行であっ
たりする場合は、カップリングや平歯車等を用いることができる。このような構造により
、制御モーター３５を正転又は反転させることで全ネジボルトからなる回転棒３１が回転
し、これに係合する雌ネジが形成された移動パイプ３２は、回転方向に応じて先端側に移
動したり、基端側に移動したりすることができる。
【００１０】
　筐体３３の基端側の面には上下に開口した筒体３３ａが設けられ、当該筒体３３ａ部分
が壁面ＷにブラケットＢ1を介して鉛直な回転軸に回転可能に固定される。また、移動パ
イプ３２の先端にも上下に開口したリング体３２ａが設けられる。第一伸縮体３０のリン
グ体３２ａは下方にずれた位置に設けられるとともに、第二伸縮体４０のリング体３２ａ
は上方にずれた位置に設けられることで、基端側に設けられるリング体３３ａの固定高さ
を一致させた状態において、回転棒３１、移動パイプ３２の水平を保ったまま、第一伸縮
体３０のリング体３２ａと、第二伸縮体４０のリング体３２ａとを重ねることができるよ
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うになっている。
　第二伸縮体４０も基端側でリング体３３ａが壁面ＷにブラケットＢ１から水平に一定距
離をおいたブラケットＢ２を介して第一伸縮体３０と同じ高さにおいて鉛直な回転軸に回
転可能に固定される。また、第一伸縮体３０と第二伸縮体４０の先端側のリング体３２ａ
同士は、第一伸縮体３０と第二伸縮体４０とが同じ長さになった状態で、シート体１０の
棒体１１にブラケットＢ３を介して鉛直な回転軸に回転可能に固定されている。
　第一伸縮体３０、第二伸縮体４０の制御モーター３５は、図示しない制御装置により制
御され、すべての第一伸縮体３０及び第二伸縮体４０とが常に同じ長さを維持しながら伸
縮するように制御されている。
【００１１】
　屈曲アーム５０は、第一アーム５１、第二アーム５２とから形成される。第一アーム５
１は十分な荷重に耐えることができる角パイプからなり、基端側は、ブラケットB１の第
一伸縮体３０の上側に第一伸縮体の基端側と同じ鉛直な回転軸に回転可能に固定される。
第二アーム５２も十分な荷重に耐えることができる角パイプからなり、先端側は、ブラケ
ットB３の第一伸縮体３０、第二伸縮体４０の上側に、第一伸縮体３０、第二伸縮体４０
の先端側と同じ鉛直な回転軸に回転可能に固定される。また、第一アーム５１の先端側と
第二アーム５２の基端側とは互いに鉛直な回転軸周りに回転可能に固定される。なお、屈
曲アーム５０は図１、図２（ａ）に示すように伸びきることはなく、屈曲した状態で使用
され、折りたたんだときの角度が小さくできるように第一アーム５１と第二アーム５２を
連結する回転軸は第二アーム５２において、屈曲した内側に寄って設けられている。
【００１２】
　次に、以上のような構成を有するオーニング装置Ｘの使用方法、作用効果について説明
する。通常、使用しないときには、図２（ｂ）に示すように、第一伸縮体３０、第二伸縮
体４０を縮めて、シート体１０の先端側を壁面Ｗに近接させた状態とする。そして、シー
ト体１０を広げるときには、第一伸縮体３０、第二伸縮体４０を伸ばして、図１、図２（
ａ）のような状態とする。この状態において、シート体１０の先端は第一伸縮体３０、第
二伸縮体４０により基端側への移動が抑制されているので、風でシート体１０に力が加わ
ってもシート体１０の先端は移動することがなく、シート体１０が左右にねじれたりする
ことがない。また、シート体１０の荷重は屈曲アーム５０が支持しているので、第一伸縮
体３０、第二伸縮体４０は荷重を受ける必要がなく、強度的に簡易な構造とすることがで
きる。
【００１３】
（実施形態２）
　図４に実施形態２に係るオーニング装置Ｙの一部を表す斜視図を示し、図５（ａ）にオ
ーニング装置Ｙの開いた状態を示す底面図を示し、図５（ｂ）はオーニング装置Ｙの閉じ
た状態を示す底面図を示す。図４はオーニング装置Ｘを左右に分離したうちの片側を示し
ている。実施形態２に係るオーニング装置Ｙの実施形態１に係るオーニング装置Ｘとの違
いは、第一伸縮体３０Ａ、第二伸縮体４０Ａの強度を増して、屈曲アーム５０を省略した
点である。
【００１４】
　図６に、オーニング装置Ｙの第一伸縮体３０Ａの模式的な断面図を示す。なお、第二伸
縮体４０Ａの構造も、実施形態１の第二伸縮体と同様に先端のリング３２ａの位置を除い
て同じである。第一伸縮体３０Ａは、実施形態１に係る第一伸縮体３０において、移動パ
イプ３２の外側に、十分な荷重に耐えることができる角パイプからなる第二移動パイプ３
７を移動パイプ３２に一体に固定し、保護パイプ３４Ａを、第二移動パイプ３７を第二移
動パイプ３７を内周面で移動可能に保持できる形状を有する角パイプに代えたものである
。
　実施形態２に係るオーニング装置Ｙは、以上のような構成を有するので、屈曲アーム５
０を省略でき、外観をシンプルなものとすることができる。
【００１５】
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　なお、上記実施形態において巻き取り装置１０に回転を固定する電磁ブレーキを設けて
もよい。この場合、シート体１０の移動を停止した状態で電磁ブレーキをかけておけば、
巻き取り装置１０のゼンマイに抗する強い風が吹いてシート体１０が膨らもうとした場合
でも、電磁ブレーキによりシート体１０の基端側は固定されるので、強い風が吹いてもシ
ート体１０が膨らむことを抑制できる。また、上記実施形態では巻き取り装置１０はゼン
マイによりシート体を巻き取るように形成しているが、モーターによって巻き取るように
し、第一伸縮体３０、第二伸縮体４０と同期してシート体の繰り出し量を調節するように
してもよい。
　さらに、上記実施形態では、第一伸縮体３０、第二伸縮体４０は雄ネジと雌ネジによる
伸縮機構により伸縮するように形成されているが、伸びた位置で固定できる構造であれば
、ボールネジ、リニアモーター、リンク機構、エアシリンダ、油圧シリンダなど種々の伸
縮機構を採用することができる。
　また、上記実施形態では一組の第一伸縮体３０、第二伸縮体４０を含むユニットを２つ
並列に並べているが、当該ユニットは一つでもよく、３つ以上を並列に並べてもよい。
　それから、上記実施形態では一ユニットを構成する第一伸縮体３０と第二伸縮体４０の
先端は同じ回転軸で回転可能に固定されているが、第一伸縮体３０と第二伸縮体とが左右
対称な状態を維持する限りにおいて、第一伸縮体３０と第二伸縮体４０の先端側の回転軸
もシート体１０の棒体１１に沿ってずれた位置に設けられていてもよい。
【符号の説明】
【００１６】
Ｘ、Ｙ　オーニング装置
１０　シート体
１１　棒体
２０　巻き取り装置
３０、３０Ａ　第一伸縮体
４０、４０Ａ　第二伸縮体
５０　屈曲アーム
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